
地球惑星科学委員会 IUGS 分科会 IPA 小委員会 
（第 26 期・第 1 回 ） 

 
議 事 要 旨 

 
１. 日 時 令和 6年 6月 22 日（土）12:20～12:50 
２. 会 場 ハイブリッド開催（ZOOM） 

高知大学朝倉キャンパス（高知市曙町 2丁目 5-1） 理工学部 1 号館 201室 

出席者（現地）：堀 利栄、生形貴男、北村晃寿、西 弘嗣、佐藤たまき、對比地孝亘、 
出席者（オンライン）：遠藤一佳、齋藤めぐみ、西田治文 
欠 席 者：大路樹生 
 
審議事項 
（１） 委員長・副委員長・幹事の選出 

委員長に北村委員、副委員長に堀委員、幹事に齋藤委員・生形委員を選出した。 
 

（２） メールアドレスと議事要旨の取り扱いについて 
メールアドレスを共有することを承認した。 
議事要旨を回覧するが、小修整は委員長に一任することを承認した。 
 

（３） IPCと APC 等、世界の動向について 
１．APAについて 
遠藤委員より APA の第 1 回（2023 年 8 月に東京で開催）及び第 2 回（2023 年
11 月に南京で開催）Council Meetings の内容について報告があった。 

① 今期の役員（会長は遠藤委員、Council Members は日本からの 5 名を含
む 11 か国から 23 名（2名は調整中）が選出された。 

② 次回の Council Meeting が 2024 年 8 月に開催される予定で調整中であ
る。 

③ 2024 IGC で APAの Open Session が開催される予定である。 
④ 日本古生物学会に対して日本からの APA Council Members の選出方法

を決めるよう要請する予定である。 
２．IUGS Geo-Collections 
齋藤委員から IUGS Geo-Collectionsについての現状報告があった。 

３．IPA について 
大路委員より文書を以て以下の報告があった。 
① IPA の新会長として Roger Thomas 氏、新会計担当者として Thomas 



Olszewski 氏が選出された。 
② 1 月に開催された Council Members による投票で IPA の Membership 

Fee の規定が改訂された。 
③ 大路委員が IPA役員として古生物関係の選定に関わった IUGS Geological 

Heritage Sitesにさらに 100 か所が追加される予定である。 
 

（４） 韓国 IGCについて 
    堀副委員長から韓国 IGC の参加状況についての現状報告があった。 
 
（５） その他 

西田委員から、プラハで国際花粉学／古植物学会議が開催されたこと、国際古植物
学機構 International Organization of Palaeobotany の次期会長が西田委員になった
ことが報告された。 


